




























































































































































































































































































































































































































































年 12月 3日の道議会において「泊原発投票条例案」は 2票差で否決され直接請求者 90万人の声は道議会に届かなかっ
た．この結果，1989年には泊原発 1号機（出力 57万 9000kw），1991年には 2号機が運転開始される．1990年代中頃







































































































































































































































































































































にWWFの鮎川氏呼んで公開講座を，同年 7月から翌年 5月まで計 7回の連続講座を開催する．三
上氏は鮎川氏から反対運動をやめて代替運動に切り替えるように促される（飯田氏・鈴木氏，2006











































北海道グリーンファンドの実績により 2002年 4月から NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発
機構）が NPOに限定した補助金「新エネルギー地域導入活動等支援事業費補助金：草の根補助金」




























た．出資の呼びかけを紙面で行ったのは，2004 年秋号，2005春号の 2 回である（EPO北海道 ,2008）18）．
 このビジネスモデルを図示したものが以下の図表 7である．
 
18）　この呼びかけは通販生活定期購読者 130万人に送られ，瞬く間に募集枠 4億 7千万円に達した．『通販生活』経由の
「市民風車」資料請求ならびに出資契約件数　2005年 1月 31日現在 資料請求件数 5,547件（うち資料発送件数 2,762




























































・ 鈴木氏は杉山を事業のぶれを修正してくれるすずきにとってのガバナンス役 (鈴木，2005年 2月
13日 )．




ている (鈴木，2005年 2月 13日 )．











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   














































































































資料 3：市民出資と分配金の実績（2008 年 6 月現在，分配金は税引前）
風車名 出資総額 出資総口数 出資者数 分配状況
「はまかぜ」ちゃん 1億 4,150 億円 283口 217人 1口 50万円の出資に対し，過去 7期で約 25万
円 (元本＋利益分配 )を分配
わんず 1億 7,820万円 1,782口 776人 1口 10万円の出資に対し，'07年に過去 4 期分
合計で約 4.5万円 (元本＋利益分配 )を分配
天風丸 1億 940 億円 870口 443人 1口 10万円の出資に対し，'07年に過去 4 期分
合計で約 4.5万円 (元本＋利益分配 )を分配
かぜるちゃん 2億 3,500万円 470口 330人 1口 50万円の出資に対し，過去 3期で約 5万
円 (元本＋利益分配 )を分配
かりんぷう 2億 3,500万円 470口 266人 1口 50万円の出資に対し，過去 3期で約 5万
円 (元本＋利益分配 )を分配
「まぐる」ちゃん / 竿太朗 /風
こまち /かざみ /なみまる







no 組織名 個人名（役職） 訪問日（場所）
1 北海道グリーンファンド 杉山さかえ（理事長） 2004年 1月 29日（事務所）
2005年 7月 12日（事務所）










3 北海道グリーンファンド 小林ゆみ 2007年 6月 15日（事務所）
2007年 9月 25日（事務所）
4 自然エネルギー市民ファンド 大谷明（取締役） 2007年 8月 22日（東京事務所）
5 自然エネルギー市民ファンド 加藤秀生（事業部長） 2006年 7月 13日（本社）
2009年 2月 3日（本社）
6 環境エネルギー政策研究所 飯田哲也（理事長） 2006年 7月 13日（本社）
7 北海道 NPOサポートセンター
（元 HGF理事）
小林董信（事務局長） 2008年 3月 25日（事務所）
2009年 3月 19日（事務所）
8 グリーンエネルギー青森 三上亨（事務局長） 2006年 7月（事務所）
9 あきた市民風車の会 原田美菜子（代表） 2005年 3月 28日（事務所）
10 ひとまちつなぎ石狩 羽田美智代（理事長） 2004年
2008年 3月 27日（事務所）
2008年 8月 8日（事務所）
11 石狩市経済部企業誘致室 鍋谷英幸（主査） 2008年 3月 27日（事務所）
12 グリーンパワーインベストメントジャパン㈱ 堀俊夫（代表取締役） 2008年 5月 13日（本社）
13 浜頓別市民風車出資者 2名 2004年 7月 16日









1979年 4月 :東京都世田谷区役所入職 
1986年 4月 :生活クラブ生活協同組合入協
1999年 1月 :特定非営利活動法人北海道グリーンファンド理事・事務局 長就任 (現任 )  
1999年 3月 :式会社自然エネルギー・コ ム　取締役就任
2000年 2月 :株式会社北海道市民風力発電 （現株式会社市民風力発電） 代表取締役就任 (現任 )
2003年 1月 :株式会社ウイネット秋田　取締役就任
2003年 2月 :有限会社自然エネルギー市民 ファンド（現株式会社自然エネルギー市民ファンド） 代表取締役就任 
2003年 10月 :株式会社市民風力発電代表取 締役就任
2004年 2月 :特定非営利活動法人環境エネルギー政策研究所 理事就任 (現任 )
2004年 5月 :有限責任中間法人グリーン ファンド石狩 理事就任 (現任 )
2004年 9月 :株式会社グリーンパワーイン ベストメント 取締役就任（～ 2008年 3月）
2005年 4月 :有限責任中間法人あきた市民風力発電 理事就任
2005年 5月 :有限責任中間法人いしかり市民風力発電　理事就任 (現任 )
2005年 7月 :有限責任中間法人うなかみ市民風力発電 理事就任
2006年 9月 :能登コミュニティウインドパワー株式会社 取締役就任 
2007年 4月 : 特定非営利活動法人 TOKYOソーラーシティプロジェクト（現 特定非営利活動法人ソーラー シティ・
ジャパン）理事就任 （現任）
　　　　　　コミュニティエナジー株式会社　取締役就任（現任）
2007年 10月 : 有限責任中間法人あさひ市民 風力発電　代表理事就任（現 任）
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– A case study of the Hokkaido Green Fund Citizens Windmill –
Nobuyoshi OHMURO
ABSTRACT
Social innovation in recent years, many have become so used to the concept. In this paper, Social innovation is how it 
works to develop new social goods and services and is required to create new social values. The purpose of this paper is to 
clarify the process of this social innovation.
Existing theories of innovation users (Hippel, 1988) and consumers (Prahalad, 2004) is to focus on becoming a leader in 
innovation. Followed the ideas of those features that involve stakeholders from diverse than private companies, the paper is 
whether the emergence of innovation through social interaction and how entrepreneurs and multi stakeholders. At that time, 
these stakeholders will be analyzed from the perspective of what is called what role.
Conclusions of this study, the innovation process has three phases (awareness of the challenges, and market support of 
the emergence of social business, social value and extent of changes in social relations) is composed of these three phases 
together the four types of stakeholders they are involved in the development stage.
Remaining task of this research is in the process of social innovation, and carry out any interaction between multiple 
stakeholders and entrepreneurs, and to make clear that you are creating a social innovation there is.
